
自
治
連
で
は
、
３
月
に
自
治

区
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
会
を

行
い
ま
す
。

こ
の
会
で
は
、
自
治
区
か
ら

３
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
区

の
現
状
や
課
題
、
地
域
づ
く
り

の
意
見
や
提
案
を
お
聞
き
し
、

今
後
の
作
木
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
、
自
治
連
・
集

落
支
援
員
・
作
木
支
所
と
一
緒

に
話
し
あ
い
ま
す
。

今
後
、
人
口
の
ま
す
ま
す
の

減
少
に
よ
り
、
常
会
や
自
治
区

の
運
営
や
活
動
が
厳
し
い
状
況

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
作
木
町
が

住
み
に
く
い
町
と
な
ら
な
い
た

め
に
、
自
治
区
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
良
い
方
法
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
会
だ
け
で
な
く
、

作
木
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

提
案
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
文
化

セ
ン
タ
ー
さ
く
ぎ
に
提
案
箱
を

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
意
見
ご
提
案
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

旧
JR
三
江
線
は
、
約
50
年
間

に
わ
た
り
島
根
県
江
津
市
か
ら

広
島
県
三
次
市
間
を
住
民
の
生

活
と
と
も
に
運
行
し
ま
し
た
。

自
治
連
で
は
、
式
敷
～
香
淀

間
の
レ
ー
ル
を
使
用
し
た
三
江

線
の
思
い
出
と
な
る
記
念
品
メ

モ
リ
ア
ル
ウ
エ
イ
ト
を
販
売
し

て
い
ま
す
。

現
在
、
自
治
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
川
の

駅
常
清
に
展
示
し
て
販
売
を
し

て
い
ま
す
。

好
評
に
つ
き
、
残
り
わ
ず
か

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
ケ
ー
ス
は
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

今
年
の
１
月
23
日
（
日
）
、

作
木
町
の
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

継
続
３
０
０
０
日
を
達
成
し
ま

し
た
。
さ
く
ぎ
交
通
安
全
推
進

委
員
会
で
は
、
記
念
の
横
断
幕

を
作
成
し
、
町
内
３
ヶ
所
に
設

置
し
ま
し
た
。
現
在
は
文
化
セ

ン
タ
ー
さ
く
ぎ
の
駐
車
場
の
フ
ェ

ン
ス
に
取
り
付
け
て
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
事
故
の
な
い
よ
う

に
、
安
全
運
転
第
一
で
自
動
車
・

自
転
車
等
の
運
転
を
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。ま

た
、
達
成
の
お
祝
い

と
し
て
作
木
小
・
中
学
校

の
児
童
、
生
徒
が
考
え
た
、

交
通
標
語
が
３
月
30

日

（
水
）
ま
で
作
木
支
所
に

展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

皆
様
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２０２２年（令和４年）３月１１日発行 Ｎｏ１７０

1

発行 （一社）作木町自治連合会

三次市作木町下作木905-2 文化センターさくぎ

TEL 0824-55-2115 FAX 0824-55-7010

メールアドレス bs.sakugi@p1.pionet.ne.jp ホームページQR



２
月
３
日
（
木
）
さ
く
ぎ
保

育
所
で
、
節
分
の
豆
ま
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
各
ク
ラ
ス
ご
と
に

豆
に
見
立
て
た
紙
ボ
ー
ル
で
豆

ま
き
を
し
ま
し
た
。
可
愛
い
お

面
や
、
被
り
物
を
身
に
着
け
て
、

楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
10
日
（
木
）
作
木
中
学

校
に
お
い
て
、
第
75
回
卒
業
証

書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
３
年
生

が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ

て
卒
業
し
ま
し
た
。

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
で
、
精
一

杯
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

秋
山

優
征
さ
ん
（
門
田
）

荒
木

美
侑
さ
ん
（
大
津
）

岡
田

樹
那
さ
ん
（
伊
賀
和
志
）

小
田

怜
奈
さ
ん
（
香
淀
）

亀
井

恵
里
奈
さ
ん
（
上
作
木
）

桟
敷

歩

さ
ん
（
香
淀
）

島
田

葉
月
さ
ん
（
大
津
）

滝
瀬

楓
華
さ
ん
（
門
田
）

中
原

悠
樹
さ
ん
（
上
作
木
）

野
田

せ
り
さ
ん
（
西
野
）

藤
岡

千
尋
さ
ん
（
大
津
）
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当
区
は
、
２
年
間
の
役
員
任
期
で
改
選
し
て

い
ま
す
が
、
令
和
２
、
３
年
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
行
事
を

中
止
と
し
ま
し
た
。
か
ろ
う
じ
て
市
道
の
除
草

作
業
を
実
施
し
た
く
ら
い
で
、
総
会
も
書
面
決

議
で
開
催
し
た
状
況
で
す
。

た
だ
、
令
和
２
年
度
に
は
区
で
所
有
し
て
い

た
旧
精
米
所
と
倉
庫
に
つ
い
て
、
地
権
者
か
ら

撤
去
の
要
請
が
あ
り
、
臨
時
総
会
議
決
後
に
区

民
有
志
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
を
得
な
が
ら
更

地
へ
の
作
業
を
完
了
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
は
敬
老
会
、
と
ん
ど
か
ら
行
事
の

再
開
を
役
員
会
で
検
討
し
ま
し
た
が
、
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
の
流
行
に
よ
っ
て
中
止
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
昨
年
の
夏
に
区
で
使
用
し
て
い
た

井
戸
が
枯
れ
、
再
度
こ
の
件
に
関
す
る
臨
時
総

会
で
決
議
し
、
市
の
補
助
事
業
を
活
用
し
な
が

ら
、
先
般
作
業
が
完
了
し
ま
し
た
。

無
事
井
戸
か
ら
は
出
水
し
ま
し
た
が
、
こ
の

地
域
は
鉄
分
が
や
や
多
く
、
徐
鉄
器
を
追
加
し

て
完
成
し
、
使
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

３
月
末
で
次
期

役
員
へ
引
継
ぎ
と

な
り
ま
す
が
、
蔓

延
防
止
期
間
が
終

了
し
、
通
常
の
生

活
が
戻
る
事
を
祈

る
ば
か
り
で
す
。

（
山
音

昇
三
）

今
年
度
に
実
施
で
き
た
行
事
は
、
総
会
と
防
災

訓
練
だ
け
で
し
た
。
あ
と
予
定
し
て
い
た
納
涼
大

会
や
と
ん
ど
は
コ
ロ
ナ
で
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。そ

こ
で
、
防
災
訓
練
に
つ
い
て
詳
し
く
報
告
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
期
日
は
11
月
28
日
（
日
）
下

作
木
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。
参
加

人
数
は
27
名
（
50
世
帯
内
）
で
し
た
。
講
師
は
、

三
次
消
防
署
作
木
出
張
所
か
ら
３
名
来
て
い
た
だ

き
、
救
急
法
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
た
後
、
実
技
体
験
で

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
10
体
使
用
）
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
（
３
体
の
人
形
を
２
人
１
組
で
体
験
）
と
防
災

マ
ッ
プ
の
見
直
し
と
確
認
、
安
全
確
認
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
外
に
出
て

消
火
器
の
使
用
体
験
を
行
い
ま
し
た
（
３
本
を
２

人
ず
つ
）
。
ま
た
、
除
雪
機
の
点
検
も
有
志
で
行

い
ま
し
た
。

救
急
法
は
、
年
々
新
し
く
な
る
し
、
何
回
も
練

習
し
て
覚
え
て

お
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
あ
と

残
っ
て
い
る
行

事
は
敬
老
会
の

み
に
な
り
ま
す
。

（
山
根

勇
）



作
木
町
自
主
防
災
会
で
は
、

災
害
発
生
時
お
よ
び
災
害
が
予

想
さ
れ
る
状
況
に
お
い
て
、
町

内
の
補
助
避
難
所
と
地
域
避
難

場
所
で
使
用
す
る
た
め
の
避
難

所
用
具
を
、
令
和
元
年
度
に
引

き
続
き
、
町
内
３
施
設
（
文
化

セ
ン
タ
ー
さ
く
ぎ
、
上
地
区
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
、
下
地
区
め
ん
が

め
）
に
整
備
し
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
用
具
に
つ
い
て
は

平
常
時
に
お
い
て
も
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

整
備
し
た
用
具
は
掲
載
写
真

以
外
に
も
あ
り
、
合
計
で
13
点

を
整
備
し
て
い
ま
す
。

用
具
の
利
用
に
つ
い
て
は

（
一
社
）
作
木
町
自
治
連
合
会

へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

作
木
町
自
主
防
災
会
で
は
、

災
害
の
発
生
が
想
定
さ
れ
る
時

に
地
域
で
開
設
さ
れ
る
25
ヵ
所

の
地
域
避
難
場
所
に
「
地
域
避

難
場
所
開
設
セ
ッ
ト
」
を
用
意

し
ま
し
た
。

こ
の
セ
ッ
ト
は
、
開
設
時
に

必
要
な
確
認
事
項
や
連
絡
先
な

ど
避
難
場
所
を
運
営
す
る
た
め

の
資
料
と
体
温
計
な
ど
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
自
主
防
災
会
の
役

員
会
に
お
い
て
、
こ
の
セ
ッ
ト

の
使
い
方
の
説
明
を
行
う
予
定

で
す
。
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トランシーバー 間仕切りテント

蓄電池 車いす 布担架

毛布（真空パック） 座いす 座卓ヘッドライト

３月に予定しておりました、自主防災訓

練は、新型コロナウィルスまん延防止措置

期間の延長により次年度に延期となりまし

た。

詳細に関しては今後、改めてご連絡しま

す。



日
時

４
月
３
日
（
日
）

午
前
７
時
30
分

か
ら
１
時
間
程
度

内
容

各
地
域
の
道
路
清

掃
と
河
川
清
掃

回
収
す
る
ご
み
は
次
の
３

種
類
で
す
。

〇
燃
や
せ
る
ご
み

（
白
に
緑
字
の
袋
）

〇
燃
や
せ
な
い
ご
み

（
透
明
に
赤
字
の
袋
）

〇
埋
め
立
て
・
有
害
ご
み

（
透
明
に
茶
色
字
の
袋
）

集
合
場
所
お
よ
び
、
分
別
の

細
か
い
内
容
は
、
各
自
治
区
長

か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
す
。
河
川

清
掃
は
足
元
に
注
意
し
て
作
業

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
作
業
に
つ
い
て
は
、
作

木
地
区
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会

か
ら
、
自
治
区
へ
活
動
費
を
支

出
し
ま
す
。
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「火災の多い季節を迎えます。」
雪も溶け始め、空気も乾燥しています。

外で火を使う際は、風の状況に注意し、完

全に消火したことを確認してからその場を

離れるようにしましょう。また、３月１日

～７日までの間、春の火災予防運動が実施

されました。各家庭におかれましても火の

取扱いには十分ご注意い

ただきますようよろしく

お願いいたします。

作木町出動状況

令和４年

火災０件 救急１１件

◎火災と救急・救助は１１９番

三次消防署作木出張所

TEL 55-3109

こ
の
よ
う
に
作
木
町
を
選
ん

で
移
住
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お

ら
れ
情
報
バ
ン
ク
は
移
住
に
つ

な
が
る
有
効
な
手
段
で
す
。

現
在
、
情
報
バ
ン
ク
登
録
が

１
戸
だ
け
と
な
り
、
登
録
し
て

い
た
だ
け
る
家
屋
を
探
し
て
い

ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先

自
治
連
合
会
５
５-

２
１
１
５

石
井
久
敏

空
き
家
活
用

町
内
で
空
き
家
情
報
バ
ン
ク

に
登
録
の
家
屋
に
５
人
家
族
が

転
入
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
、

作
木
町
で
は
情
報
バ
ン
ク
を
介

し
て
４
戸
の
売
買
が
あ
り
、
８

人
の
方
の
移
住
と
な
り
ま
し
た
。

作
木
町
に
移
住
し
て
も
ら

う
に
は
、
作
木
町
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切

で
す
。
色
々
な
方
法
で
、

「
作
木
町
の
魅
力
を
発
信
し

ま
し
ょ
う
！
」


